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｢ 自己 一 非自己循環理論｣ を基盤と した
看護学における新理論の構築に向けて (第一 報)
村 瀬 智 子 (千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程, 初石病院)
本研究 の 目 的は
,
｢ 自己一非自己循環理論｣ を基盤と して , 全体論的な視点 に立ち, 発 展過程 ･ 崩壊過程 の 両側面を統 一
的に 捉え る事 が で き る新看護 理論 の 構築を試 み る こ とで ある｡ ｢ 自己一非自己循環理論｣ は, 2000年 に村瀬雅俊 に よ っ て 提
唱され た生命理論 で , ｢ 自ら 閉 じた
`
構造
'
を と る
`
自 己
`
が 外界 で あ る
`
非 自己
'
と ど こ まで も循環す る と い う
`
過程
'
を特 定 し, それ に よ っ て 生命現象を統 一 的 に記述す る理論｣ で , 生命 の 歴 史性 と生命 の 本質を踏まえた理論 である｡ こ の 理
論を新看護理論構築の基盤と した理由は , 次の ような既存 の 看護理論 の限界 - の 問題意識か らで あ る｡ 即ち. 人間行動 の 一
側面 か ら人間を捉え た看護理論 の場合は , 臨床 にお い て 看護上 の 問題解決へ の 一 つ の 枠組 み を提示す る こ と は で きるが , 人
間の 捉え方 が 一 面 的に ならざるを得ない こ と , 全体論的な視点 に立 っ た看護理論 の 場合 は, 人間の 発 展過程 に の み 光が 当
た っ て お り, 崩壊 過程の意味 づけはなされ て い ない ことで あ る｡ 本稿 で は, 新理論構築に向けた第 一 報 と して , ｢ 自己一非
自己循環理論｣ の 看護学 - の 導 入過程に つ い て 述 べ る｡
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Ⅰ . は じめに
看護理論は , 看護現象間の 関係を統 一 的に意味づけて
説明するこ とが 出来る思考の 構造であり, そ の 萌芽は,
1859年 にF . Nightingale によ っ て 提唱され た ｢ 看護覚え
書｣ 1) で ある ｡ その 後 の 理論開発の 流れ に つ い て ア メ
リカ を中心 に し て 見ると , 1950年代に は, 生物 一 医学
モ デ ル 中心で , 機械論的志向性が強 い 理論が 開発され,
1960年代には , 患者 一 着護師関係に注目 し, 過程を重視
した理論が開発された ｡ 1970年代には多くの 理論が発表
され, こ れ らの 多くは1980年代に研究成果をもと に改訂
された ｡ さ ら に, 1990年代には理論の検証や , 理論を継
承 ･ 発展させる方向で多くの研究が行われた ｡ 現在, 看
護理論は , 哲学, 大理論, 中範囲理論等に分類され , 30
以上 の理論が提唱され て い る｡
既存 の 看護理論には大別して 二 つ の流れがある ｡ そ の
一 つ は, い わ ゆる人間行動の 一 側面からケア の対象で あ
る人間を捉えた理論で ある ｡ た とえば, Ore mの セ ル フ
ケア理論 2), Roァの 適応理論
3)
, Jobnso nの 行動 シ ス テ ム
理論 4), B ･ Ne u m a nの シ ス テ ム 理論 5'. Kingの 相互作用
シ ス テ ム 理論6), Levineの 保存理論 7) な どが ある ｡ もう
一 つ の 流れは , 人間を全体論的な存在 (統一 体) と して
捉えようと した理論である｡ Nightingale 看護論, Roge rs
看護論 8), M . Ne w m a n看護論 9), pa rse看護論10)な どが
ある｡ こ の ような全体論的な視点に立 っ た看護論は , さ
らに 二 つ の 流れ に分か れる ｡ そ れ はRogersの 影響を受
け, そ の 理論を継承 ･ 発展させ た 理論 と, Rogersの 影
響を受けずに構築 した全体論的な理論で ある ｡ 前者 に
は, M . Ne w m a nや Pa rs eが位 置 づ け ら れ. 後者 に は ,
selde rll) や Fitzpatrick
12' が位置づけられる｡
人間行動の 一 側面か らケア の 対象を捉えようとする理
論の場合は, 臨床にお い て 看護問題の 解決 へ の 一 つ の 枠
組み は提示するこ とは で きるが , 人間の 捉え方が 一 面的
にならざるを得な い ｡ 一 方, 全体論的な視点に立 っ た看
護理論で は, こ の ような問題を解決する べ く理論構築が
なされ て は い るが , ｢拡張｣や ｢生成｣, ｢創出｣, ｢ 自己
組織化｣ と い っ た生 命の 発展的側面, すなわち発展過程
にの み光が当た っ て おり13)14), ｢ 崩壊過程に つ い て の 意
味づけはなされ て い な い｣ (Rogers,1970) と言える｡ こ
こ で言う発展過程とは , 生命の 起源, 個体発生 , 成長 ･
発達, 認識, 進化と い っ た生物的秩序が生成 ･ 発展して
い く過程である｡ 崩壊過程とは , が ん , 老化, 死 , 絶滅
と い っ た生物的秩序が消滅 ･ 崩壊 して い く過程である｡
生命 の本質は, ｢そ の はじまりか ら
`
自己
'
と
`
非自己
が対立し, 共存関係を保ちながらたゆまぬ更新をし続け
るため に, 常 に自己発展と自己崩壊の 危機的矛盾が存在
する｣ 15)(村i軌2000)｡ こ の 点 で は , 生 命体である人
間も例外で はな い ｡
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筆者は, 生命体の 一 つ で ある人間を理解 し, 人間を
生命体の活動と して の 生活の 側面か らケアする看護の 領
域にお い て は , 生命の 歴史性を踏まえ, 生命 の 本質を捉
えた生命理論を基盤と した看護理論が必要で あると考え
る ｡
そ こ で, 本研究で は, 2000年に村瀬雅俊によ っ て 提唱
された ｢ 自己一 非自己循環理論｣ を基盤と して , 全体論
的 (holistic) な視点に立 っ た看護学における大理論の構
築を試みた の で報告する｡ 特に , 本稿 では , 看護学 へ の
｢ 自己一非自己循環理論｣ の 導入過程に つ い て述 べ る ｡
Ⅱ. 研究目的
｢ 自己一非自己循環理論｣ を基盤と した看護学上 の大
理論の構築を行う｡ こ こ で 言う看護学上 の 大理論と は,
｢ 看護学における認識の 科学的発展構造図｣ ( 図1) にお
ける大理論を意味する｡ こ の 図は, フ ォ ー セ ッ ト
16) に
よ っ て提示され た ｢ 現代の 看護知識の 構造的階層 :檎
成要素と抽象度｣ とリ ー ド ル
17)
に よ っ て提唱され た進
化論的認識論をもと に, 看護学にお ける認識の 発展過程
とそ の構造に つ い て 筆者が 図式化 したもの である ｡ 理論
構築には帰納的方法と演鐸的方法が ある ｡ 帰納的方法を
用 い た理論構築の 場合は, さまざまな現象 (a - t) か ら
中範囲理論 (①- ④) が誕生 し, い く つ か の 中範囲理論
が組み合わさ っ て 看護パ ラダイ ム (A
'
, B
'
) が抽出され
る ｡ そ して , そ れ ら の看護パ ラ ダイ ム を基盤と して大理
請 (A, ち) が 開発され る｡ 又 , 演鐸的方法を用 い た理
論構築の 場合は, さまざまな 一 般理論 (Ⅰ - Ⅲ) が統合
され て メ タ理論が構築され る｡ 次に, メ タ理論が看護学
に導入され , 大理論 (A, B) が構造化され る ｡ 図1 で
一 般理論と は , ｢ 自己一 非自己循環理論｣ の 基盤とな っ
た歴史学や哲学, 心理学等の学問分野における理論であ
る ｡ 又, ｢自己一 非自己循環理論｣ は , こ れ ら の 一 般理
図1 看護学にお ける認識の科学的発展構造図
論が統合され た メ タ理論と して 位置づ けられる ｡ 本研究
で は , 演緯的方法を用 い て 一 つ の 大理論を構造化する ｡
次に , 構造化 した理論を看護現象に適用 し, 新理論を構
築する ｡
Ⅲ. 研究方法 一 理論構築の過程 -
1) Walke r& Av ant の The o ryderiv atio n
18) を用 い
･
新理論
の 基盤となる ｢ 自己一非自己循環理論｣ の 学問領域で
ある生命哲学と看護学とが扱う現象の 類似性と相違性
に つ い て考察する ｡
2) 看護学に ｢ 自己一非自己循環理論｣ を導入し, 理論
の 内容や構造を再定義する｡
3)｢ 自己一 非自己循環理論｣ を修正 し, 看護学におけ
る新理論を構造化する｡ (第二報 で述 べ る)
4) 看護学における い く つ か の パ ラダイ ム ケ ー ス に新理
論 を適用 し, 看護過程の 展開に つ い て記述する｡ ( 第
二報 , 第三報 で述 べ る)
5) 以上により, 看護学における新し い大理論の構築を
試みる ｡
Ⅳ . ｢ 自己一 非自己循環理論｣ の導入過程
1 . ｢ 自己- 非自己循環理論｣ につ いて
こ の 理論 の 基盤には , 歴 史学者 で ある A. ト イ ン ビ ー
の 『歴史の研究』 19), 発達心理学者で あるJ. ピア ジ ェ の
『発生的認識論』 20), 哲学者で ある西 田幾多郎の 『善の
研究』
21)
, 『論理 と生命』
22)
, 精神医学者であるC.G . ユ
ン グ の 『元型論』 23), 『タイ プ論』 24), 免疫学者の 多田
富雄の 『免疫の 意味論』 25) な ど多様な学問領域を背景
とする理論がある ｡ ｢ 自己一非自己循環理論｣ 構築の 背
景には , 従来の 自然科学の思 考形式で生命現象の 意味を
問う ことが できる の かと いう疑問がある｡ なぜなら, 従
来の 自然科学の 思考形式は, ｢ 観測者が自然現象を い く
つ か の 要素に分けて調 べ , そ の 分析の結果をもう 一 度総
合と いう重ね合わせ の操作を通して 全体の 性質を導き,
それ によ っ て 自然現象を説明しようとする試み｣ であ
り, こ の思考形式に は以下に示す三 つ の 仮定が暗黙のう
ちに存在 して い るか ら である｡
①条件が同じ であれ ば同 じ現象が繰り返 し起こ ると い
う再現性 t ②分析 によ っ て得られた部分の 本質と全体の
本質との 同 一 性 , ③観測者は観測対象の 外にあると いう
外面的観測で ある ｡ しか し, こ れ ら の 仮定は, 人間現象
にはあて はまらな い ｡ な ぜな ら, 人間現象 にお い て は,
全く同じ辛が 二度と繰り返される こと はなく, 人間の体
を遺伝子まで分解 ･ 分析 しても人間を理解するこ とはで
きな い か らである｡ また , 看護学の ように人間関係の 過
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程を研究対象とする場合には, 観測対象を観測する自己
に つ い て の 内面的観測を無視するこ とは で きな い か ら で
ある｡
｢ 自己一非自己循環理論｣ の特徴 は, (D要素還元 で は
生きた生命と死んだ物質を区別で きな い の に対 して , 例
えば,
`
集合と解離
'
,
`
合成と分解
'
,
`
閉環と 開環
' -な
ど の 動的
`
過程
'
に還元する こ と ( 要素
`
過程
'
還元
論) によ っ て見通しを立 て る こ とを可能にする , ② 一 次
元線状高分子構造 , 二 次元平面上膜構造 , 三次元球状閉
鎖構造が ｢自己 一 非自己循環過程｣ によ っ て相互 に循環
し合う, (多生命現象の 歴史性と して
`
入 れ子構造
'
が生
成するの で , 要素
`
過程
'
が ｢ 自己一非自己循環過程｣
であれ ば, 全体 の構造も ｢自己一非自己循環過程｣ とな
り, 部分に全体の 様相が ど こま で も入り込み , ど こま で
も発展する ことができる, ④新し い構造を創造性と破壊
性と い う両義性から捉えること により, 発展的現象と崩
壊的現象を同 一 の 理論 で説明するこ とができる , ⑤観測
によ っ て理解すると い う こと は, 閉 じた関係の体系であ
る
`
構造
'
を理由を探索 しなが ら自ら構成 して い く
●
過
程
'
(
`
構成的
'
認識能力) と して 捉えるこ とができるた
めに , 内面的観測をも取り扱える｡
こ の ように, ｢ 自己一非自己循環過程｣ によ っ て, 生 命
現象や私達の 認識 , さ ら には そ の 産物で ある学問, 芸
術 , 文化, 文明に至るまで , そ れ ら の 構成過程 を理解
する ことが可能となる ｡ 新し い構造の 構成過程を促進す
るの は , 現存する構造にお い て 矛盾が存在するから で あ
る ｡ こ の 新し い 構造が新 し い 階層の 形成に寄与すれば創
造的発展に つ ながり, 同 一 階層内に留まれ ば, 異なる階
層
`
間
'
, あ る い は同 一 階層
`
内
'
の 異な る部域間の 分
断となり, 崩壊をひきお こ す｡ こ こ に パ ラ ド ッ クス が存
在する ｡
2 . 新理論における主要な概念と定義
(p｢ 自己｣ と ｢非自己｣
｢自己｣とは, 自 ら境界を構成する こと によ っ て ,
`
内
'
と
`
外
'
を隔て る こ とが で きる閉じた構造で ある｡ ｢ 非
自己｣ とは , ｢自己｣以外で ある ｡
② ｢ 自己｣ と ｢非自己｣ の対立的共存関係
｢ 自己｣と ｢ 非自己｣ が ど こま で も対立 しなが ら, ど
こま で も共存 して い くと い う関係を言う ｡ 従 っ て , 分子
(遺伝子), 細胞 , 組織 , 個体, 認識, 人間関係 , 社会現
象な どあらゆる階層にお い て , 対立 的関係が 同定され ,
そ れ らが高次レ ベ ル で 統合されれ ば共存するこ とが可能
になる (対立的共存関係)｡
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③ ｢自己一 非自己循環原理｣
｢自己｣と ｢非自己｣が対立 的共存関係を保ちなが ら
循環すると い う生命の 基本原理で ある ｡ こ の構造は
,
必
然的に
`
入 れ子構造
'
となり, そ の結果, ど こま でも不
完全で あり続ける ｡
こ の生命の基本原理に基づく構成過程が ｢ 自己一非自
己循環過程｣ で ある ｡ 又, ｢ 自己一 非自己循環過程｣ の
`
滞り
'.と は, 何 らか の原因で生体内の どこ か の 反応が
繰り返された場合, そ こ に関与 して い る物質が速やか に
分解されずに沈着して い く こ と等が原因で生 じる現象で
あり, こ の ため に ｢生命マ ン ダラ｣ における階層構造の
分断が始まる こと になる｡
④ ｢生命マ ンダラ｣ 26)
マ ン ダ ラと は, サ ン ス ク リ ッ ト語 で 閉 じた円を意味
し, 心 の平衡が失われ , 自 ら解決の 糸口を探し出さね ば
ならな い 場合に , 創造力によ っ て徐々 に こ こ ろ の内に形
づくられ る内的な像である ｡ 新理論で述 べ る
`
生命 マ ン
ダ デ (図2) とは , 存在 の側面, 発展の 側面, 認識の
側面をかね備えた ｢ 自己一非自己循環原理｣ の シ ン ボ ル
である｡
そして ,
`
空間的構造
'
と
`
時間的過程
'
と いう対立
物の統合と永遠の均衡との揺 るぎな い永続の 状態を表現
して い る｡ こ の
`
生命 マ ン ダ9
'
は, 進化の 方向にらせ
んを措きながら , 各次元における対立物の 共存関係の 歪
み を高次で統合 しなが ら進む生 命過程の構造図 ( 図3)
を, 傭轍的に眺め た図でもある ｡ ｢生命マ ン ダラ｣の
`
歪
み
'
と は, ｢生命 マ ン ダラ｣ を構成する階層構造にお い
図2 生命 マ ン ダラ
中央の○か ら始まり, ○ に対立す る○が 出現 し対立的共存関
係 と な る (. -)｡ そ れら が 高次で統合さ れ る (□) と同様 の
対立物が で き る と い う過程 が繰り返され, 右 回り に進む｡ こ の
過程に お い て 対立的共存関係 が統合 され る ご と に階層が構築 さ
れ る ｡ (囲の 出典は文献26) より引用)
過去
図3 生命過程の構造図
て , 階層構造の 分断が生 じて い る こ と で ある ｡ すな わ
ち, 同 一 階層内の縦型分断と階層間の 横型分断で ある ｡
が ん細胞と正常細胞 を例 にする と, 同 一 階層内の縦型
分断が生 じた場合は, が ん細胞と正常細胞との 間に明確
な境界が成立する｡ 又, が ん細胞や正常細胞の 内部に自
由に増殖するウイ ル ス が感染する こと によ っ て細胞が溶
解する現象は, 階層間の横型分断が生 じて い る場合で あ
る｡
3. 各学問領域における現象の類似性と相違性に ついて
理 論の 構築 は , Ⅵ以ker& Av a ntの nl eO ryderiv atio nを
用 い , ｢ 自己一 非自己循環理論｣ を基盤と した看護理論
を構築する｡ W 批e r&. Av a ntに よれば , 理論を導き出す
ためには, 2 つ の 異な っ た学問領域 にお い て 現象の類似
性を抽出し, 理論 の 内容や構造を再定義することや置き
換える等の作業を行う必要性がある｡ そ こ で , 本研究で
は, 生命哲学と看護学の 各領域にお ける現象の類似性と
相違性に つ い て具体的に記述した上で , 新理論の提示す
る看護展開を既存の 看護理論と比較しなが ら述 べ る ｡
二 つ の学問領域の 対象とする現象の類似性は, 生 命現
象 , 人間 の認識, 人間の 認識の 表現である言語 , 行軌
学問, 芸術, 文化, 文明で ある｡ 又, 対象とする現象
の 相違性は , 生命哲学が , さ まざまな領域の学問を対象
とするの に対し, 看護学は, 人間の健康と いう切り口か
ら生命哲学の 扱う現象を捉えて おり, 特に , 看護現象と
して 人間の 日常生活行動や 日常生活行動様式を変化させ
て い る要因や法則, 看護援助行動を対象と して い る｡ 看
護現象を構成する看護パ ラ ダイ ム は , ｢現代の 看護知識
の 構造的階層におけるも っ とも抽象的な構成要素｣ で ,
Kuhn27) に よれ ば, ｢そ の 学問が 関心を持 つ現象を明らか
にするきわめ て 抽象的な概念と, そ の現象間の 関係性を
説明する 一 般命題か ら成り立 っ て い る｣｡ 看護学の場合 ,
特に関心がある看護現象を明らか にする抽象的な概念
と して , 人間, 環境, 健康, 看護 の 4 つ の 概念が挙げら
れる ｡ そ して , 看護現象間の 関係性を説明する 一 般命題
はDo n aldso n& Cro wley
28)
, Go rtn e r
29) ら によれ ば
,
以下
の 三 つ がある｡ (彰看護学は看護の 受け手で ある人間 (個
人 , 家族, 集団) の健康状態を左右する要因や法則に対
して ライ フサイ ク ル全般にお い て 関心を示す, ②看護学
は , 人間と環境との相互作用の 過程で生 じる生活行動様
式の 変化に つ い て 関心を示す, (勤看護学は , 看護の 受け
手で ある人間の 健康状態に影響を与える生活行動様式を
変化させ て い る こ とを認識し, そ れ ら の変化をお こさせ
る要因や法則を全体論的な視点に立 っ て 解明する こと に
関心を示す｡
従 っ て , 生命哲学で ある ｢ 自己一非自己循環理論｣と
看護学の 関係は, 生命哲学が看護学を包含する関係とな
り , 両者が関心を持 つ 現象の 類似性はあると考える ｡ な
お , 理論 の 修正過程の詳細に つ い て は , 第二 報 で述 べ る｡
4 . 新看護理論の提示する看護展開
一 既存 の看護理論との 比較 一
既存の 看護理論は, 本来, 全体論的な存在で ある人間
に対 して , シ ス テ ム と いう概念で 分離し, そ の 後にそれ
ら の シ ス テ ム間を有機的に再統合すると い う方法で 対象
である人間を捉えようと して い る ｡ ｢分離一 統合｣ と い
う過程は, 生命過程の 中で 一 つ の 循環過程 で はあるが ,
一 旦 分離し, そ れ らを再統合 したもの は, 分離する以前
の 対象と は完全に同 一 で は な い ため , そ こ に隔たりが生
じて しまう｡
一 方, ｢ 自己一 非自己循環理論｣ を基盤と した看護理
論の 場合は, 自己と非自己の ダイ ナ ミ ッ クな循環過程を
階層構造と して捉える こと により, 対象 で ある人間を分
離するこ となく, 最初か ら全体論的な存在と して 捉える
こ とが で きる ｡
特 に, 既存 の 看護理論で は , 多くが 健康と病気を対
極の 現象 と して捉え, 健康 ･ 半健康 ･ 病気と い っ た健
康の段階を規定 しそ い るo こ れ に対 して , ｢ 自己一非自
己循環理論｣ を基盤と した看護理論の場合は , 健康と病
気は, 同 一 の 生体反応機構で ある ｢ 自己一 非自己循環過
程｣ によ っ て 駆動され る程度の差にすぎず, 健康 の中 に
病気があり, 病気の 中に健康があると い う考え方に立 っ
て い る ｡ つ まり, 発展と崩壊と いう 一 見対立 して い る現
象は , ｢ 自己一非自己循環過程｣が駆動する同 - 現象 の
異なる側面と して 捉えられ るため, ｢健康一 病気｣や ｢成
長 ･ 発達- 老化｣と い う 一 見対立 して見える現象も, ｢健
康の 中にも病気があり, 病気 の 中にも健康がある｣, ｢成
長 ･ 発達の 中にも老化があり, 老化 の 中にも成長 ･ 発達
がある｣ と い っ た同 一 の 視点から捉える ことが できる の
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である｡ ｢ 自己一非自己循環過程｣の 滞りによ っ て , 階
層構造の 一 部 に歪みが生 じると , 階層構造によ っ て構成
されて い る
`
生命 マ ン ダラ
'
にもそ の 歪みが伝わり, 全
体 の
`
生命 マ ン ダデ が歪ん で しまう ｡ そ の 結果,
`
病
気
'
が発現し, 心身の不調を自覚する｡ こ の ような場合
に,
`
生命 マ ン ダデ を歪ませ て い る階層構造を査定し,
そ こ にお ける ｢ 自己一非自己循環過程｣の滞りを調整す
るよう支援する ことが看護援助である｡
Ⅴ . 結 論
本研究で は, 全体論的視点に立 ち, 生命 の発展過程 ･
崩壊過程を包含 した看護学上の 大理論の構築に向けた第
一 報 と し て , 生命理論で ある ｢自己一非自己循環理論｣
の新看護理論 へ の 導入過程に つ い て 提示する ことが で き
た｡
Ⅵ . 本研究における今後の課題
今後は , 第二報にお い て理論の 修正過程の詳細を記述
し, 理論を構造化する ｡ そ の 上 で実際の看護現象や看護
過程に新理論を適用し, 理論構築を試みる ｡ さ らに , 実
践過程 ･ 教育課程に適用しやす い 形と して , 具体性 を持
たせ た表現方法を検討するこ とも必要で ある ｡
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T O W A R D C O N ST R U C TI O N O F N E WNUR SI N G T H E O R Y
B A S ED ON SE LF-N O N SE LF CIR C U L A TI O N T H EO RY(n R ST R EP O RT)
To m oko Mu ra s e
Do cto ral Program in Nu rsing' Gradu ate Scho olofNursing,C hiba Univ e rsity･a nd Hats uishiHo spital
KE Y W OR D S:
n ursingtheo ry,theo ry co n stru ctio n,s elf
- n o n s elfcir culation the o ry
T hepu rpo se ofthis studyisto co n stru ct a n e w n u rsingthe o rybas ed o nthe self
- nonselfcir culatio n theo ry･ T he
s elf- n o n s elfcirculatio n theo ryw a spr opo s ed,fro m apolnt Ofvie w of histo ricaln atu r e oflife,by M a sato shiM u r as ein
2000. T hefe atu re ofthe s elf- n o n selfcirc ulatio nthe o ry w asthat theprin ciple ofs elf
- n o n s elfcirculatio ndete r min esthe
contin u o u s c o mple xific atio nwiththe e m e rge n ce ofn ew lev els ofo rga niz atio nin thehier ar chy,re sultingin thed
iv ersity
oflife,n a m ely, s eim ei
- m andar a
'
･
l
M o st n u rsi ngthe o ries sofa rhav ebe e npropo s ed on the basis ofge n er alsyste m the o ry･ T hes et
he ories w e re
gro upedinto two c atego ries･ One was foc u sed o n o n e side of behavio r of
hu m an beings s u ch a s adaptatio n, s elf
- ca re
a ndinte ra ctio n;while the otherhad holisticin sightinto thephe n o m e n a of hu m a nbeings su ch as unitaryhu m a nbe
-
1 ngS,hu m a nbe co ml ngandexpa ndingc o n scio u s n ess･
De spite s u ch a v a rietyofn u rsingthe o ries, m o st ofthe m ha v ebe enfoc u s edo nly o ndev eloping pro c es s,butn ot o n
both dev eloplnga nd disintegratl ng prO C e SS eS･
In this study'I des cribed ho w a n e w n ursingthe o ry w asde riv ed fro mthe self
- n o n s elfcirc ulatio nthe o ry, a ndhow
the r esulting n e wthe ory w as appliedto the n u rsing Pro c ess･ As a r es ult ofthis study･I w as able to de v elopthe n e w
n u rslnggra nd theo ryba s edo n n e wpar adigm oflife･
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